
自
動
車
部
品
メ
イ
ド
・
オ
ブ
・
ジ
ャ
パ
ン

燃料電池の開発本格化

性能向上・低コスト化に挑む

　
ト
ヨ
タ
自
動
車
や
ホ
ン
ダ

が
２
０
１
５
年
の
市
販
を
目

指
す
な
ど
自
動
車
メ
ー
カ
ー

が
開
発
を
加
速
す
る
Ｆ
Ｃ

Ｖ
。
核
と
な
る
燃
料
電
池
で

は
部
材
メ
ー
カ
ー
各
社
の
開

発
も
本
格
化
し
て
い
る
。

　
そ
の
中
で
オ
イ
ル
シ
ー
ル

最
大
手
の
Ｎ
Ｏ
Ｋ
は
燃
料
電

池
ス
タ
ッ
ク
で
水
素
ガ
ス
な

ど
の
燃
料
を
シ
ー
ル

封
じ

る

す
る
部
品
「
セ
ル
シ
ー

ル
」
を
開
発
。
液
体
と
比
べ

分
子
が
小
さ
い
水
素
を
外
部

に
漏
ら
さ
な
い
高
い
密
封
性

能
を
実
現
し
た
。

　
カ
ー
ボ
ン
や
金
属
な
ど
の

薄
い
板
材
料
「
セ
パ
レ
ー
タ

ー
」
へ
の
一
体
成
形
も
可
能

で
、
部
品
点
数
の
削
減
や
ス

タ
ッ
ク
へ
の
組
み
付
け
も
簡

素
化
で
き
る
。
独
自
の
ゴ
ム

配
合
技
術
に
よ
り
耐
熱
性
や

耐
水
性
な
ど
に
優
れ
た
素
材

を
提
案
。

　
金
属
薄
板
へ
の
一
体
成
形

が
可
能
な
生
産
設
備
も
備
え

て
お
り
、
同
社
は
性
能
の
向

上
と
と
も
に
「
生
産
技
術
を

含
め
た
コ
ス
ト
削
減
を
徹
底

し
、
燃
料
電
池
自
動
車
の
普

及
に
貢
献
し
た
い
」
と
意
気

込
む
。

　
ま
た
不
織
布
タ
イ
プ
の
ガ

ス
拡
散
層
や
加
湿
シ
ス
テ
ム

の
簡
素
化
を
実
現
す
る
加
湿

膜
モ
ジ
ュ
ー
ル
を
提
案
す
る

な
ど
、
豊
富
な
製
品
ラ
イ
ン

ア
ッ
プ
で
燃
料
電
池
シ
ス
テ

ム
の
開
発
を
支
援
す
る
。

　
日
清
紡
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ

ス
は
ケ
ミ
カ
ル
事
業
部
を
中

心
に
燃
料
電
池
向
け
カ
ー
ボ

ン
製
セ
パ
レ
ー
タ
ー
を
開

発
。
材
料
物
性
や
生
産
性
に

優
れ
る
。

　
国
内
で
は
家
庭
用
燃
料
電

池
「
エ
ネ
フ
ァ
ー
ム
」
に
採

用
さ
れ
る
な
ど
市
場
が
拡
大

し
て
お
り
、
信
頼
と
高
い
シ

ェ
ア
を
武
器
に
Ｆ
Ｃ
Ｖ
の
本

格
普
及
に
向
け
高
性
能
セ
パ

レ
ー
タ
ー
の
提
案
を
積
極
化

す
る
。

　
一
方
、
研
究
開
発
で
は
高

価
で
有
限
な
白
金
に
変
わ
る

触
媒
「
カ
ー
ボ
ン
ア
ロ
イ
触

媒
」
を
開
発
。
白
金
と
ほ
ぼ

同
等
の
発
電
性
能
を
有
す
る

こ
と
を
確
認
し
て
お
り
、
Ｆ

Ｃ
Ｖ
普
及
の
カ
ギ
を
握
る
燃

料
電
池
の
低
コ
ス
ト
化
へ
の

貢
献
を
目
指
す
。

回
生
エ
ネ
で
冷
凍
機
運
転

構成部品ユニット化シンプル構造でメンテ容易

エ
ン
ジ
ン
の
働
き
向
上

　
自
動
車
の
発
展
を
支
え
る
の
が
自
動
車
部
品
。
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
車

Ｈ
Ｖ

や
プ
ラ

グ
イ
ン
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
車

Ｐ
Ｈ
Ｖ

、
電
気
自
動
車

Ｅ
Ｖ

、
さ
ら
に
は
自
動
運

転
車
に
視
線
が
注
が
れ
る
中
、
ガ
ソ
リ
ン
車
で
も
燃
費
の
さ
ら
な
る
改
善
や
環
境
性
能

の
向
上
が
進
む
。
一
方
、
タ
イ
ヤ
で
は
燃
費
と
安
全
性
の
両
立
、
さ
ら
に
次
世
代
車
と

し
て
期
待
が
高
い
燃
料
電
池
車

Ｆ
Ｃ
Ｖ

で
も
、
ブ
レ
ー
ク
ス
ル
ー
に
向
け
た
取
り

組
み
が
日
夜
行
わ
れ
て
い
る
。

デ
ン
ソ
ー
は
日
野
自
動
車
と
Ｈ
Ｖ
シ
ス
テ
ム
で
車
載
用
冷
凍
機
を
動
か
す
シ
ス
テ

ム
を
開
発
し
燃
費
を
改
善

新
シ
ス
テ
ム
を
搭
載
し
た
「
日
野
プ
ロ
フ
ィ
ア
」

自動車の発展支える

地
道
な
試
験
の
積
み
重
ね
が
タ
イ
ヤ
の
性
能
を
支
え
て
い
る

ブ
リ
ヂ
ス
ト
ン
が
栃
木
県
に
設
け
た
テ
ス
ト
コ
ー
ス

車種ごとに専用タイヤ
実
車
試
験
で
評
価
精
度
高
め
る

耐熱性などアップ極薄硬質膜処理の実用化進める

　　 ２０１４年 平成２６年 ３月３１日 月曜日 （第２部） 　　 （ ）

▲Ｔ
Ｐ
Ｒ
の
シ

リ
ン
ダ
ー
ラ

イ
ナ
ー
は
、

ア
ル
ミ
ブ
ロ

ッ
ク
エ
ン
ジ

ン
の
増
加
と

と
も
に
需
要

が
増
え
て
い

る

　
エ
ン
ジ
ン
周
り
以
外
で

も
、
燃
費
貢
献
の
新
技
術
開

発
が
相
次
ぐ
。
デ
ン
ソ
ー
は

日
野
自
動
車
と
共
同
で
、
Ｈ

Ｖ
技
術
を
使
い
、
走
行
時
の

回
生
エ
ネ
ル
ギ
ー
で
ト
ラ
ッ

ク
の
冷
凍
機
を
動
か
す
シ
ス

テ
ム
を
開
発
し
た
。
日
野
の

Ｈ
Ｖ
シ
ス
テ
ム
技
術
と
デ
ン

ソ
ー
の
車
載
用
電
動
式
冷
凍

シ
ス
テ
ム
の
技
術
を
組
み
合

わ
せ
た
。
２
月
か
ら
「
日
野

プ
ロ
フ
ィ
ア
」
に
搭
載
し
て

発
売
し
て
い
る
。

　
従
来
の
冷
凍
車
は
冷
凍
機

専
用
の
サ
ブ
エ
ン
ジ
ン
を
搭

載
し
、
そ
の
分
だ
け
燃
料
を

多
く
使
用
し
て
い
た
。
新
シ

ス
テ
ム
で
は
サ
ブ
エ
ン
ジ
ン

を
使
わ
な
い
た
め
、
燃
料
使

用
量
が
少
な
く
、
軽
量
化
に

も
つ
な
が
る
。
ま
た
電
動
コ

ン
プ
レ
ッ
サ
ー
や
コ
ン
デ
ン

サ
ー
な
ど
の
構
成
部
品
を
集

約
し
て
ユ
ニ
ッ
ト
化
し
た
た

め
、
シ
ン
プ
ル
な
構
造
と
な

り
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
し
や
す
く

し
た
。

　
河
西
工
業
は
夏
場
に
天
井

を
通
し
て
車
内
に
入
っ
て
く

る
熱
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
遮
る
天

井
内
装
部
品
「
遮
熱
ヘ
ッ
ド

ラ
イ
ニ
ン
グ
」
を
Ｅ
Ｖ
向
け

に
供
給
し
て
い
る
。
従
来
の

天
井
部
品
に
比
べ
夏
場
に
浸

入
す
る
熱
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
約

４
割
削
減
し
、
冬
場
は
車
内

の
暖
か
さ
が
天
井
か
ら
逃
げ

る
の
を
約
２
割
削
減
す
る
効

果
が
あ
る
。
冷
暖
房
の
利
用

を
効
率
化
で
き
る
た
め
、
Ｅ

Ｖ
で
は
実
用
電
費
を
向
上
で

き
る
。

　
同
部
品
の
車
外
側
の
表
面

に
薄
い
赤
外
線
反
射
フ
ィ
ル

ム
を
重
ね
、
さ
ら
に
一
体
で

加
工
す
る
技
術
を
開
発
し
た

こ
と
が
ポ
イ
ン
ト
。
Ｅ
Ｖ
以

外
で
も
利
用
は
可
能
で
、
空

調
に
使
う
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
減

ら
せ
る
た
め
、
燃
費
の
改
善

に
も
つ
な
が
り
そ
う
だ
。

　
ケ
ー
ヒ
ン
は
２
輪
車
で
燃

費
向
上
の
ニ
ー
ズ
に
対
応

し
、
小
型
２
輪
車
向
け
の
新

し
い
電
子
燃
料
噴
射

Ｆ

Ｉ

シ
ス
テ
ム
を
開
発
し

た
。
Ｆ
Ｉ
シ
ス
テ
ム
は
キ
ャ

ブ
レ
タ
ー
に
比
べ
精
密
に
空

気
や
燃
料
を
制
御
し
て
ム
ダ

な
燃
料
消
費
を
抑
え
ら
れ
る

た
め
、
新
興
国
で
も
利
用
が

拡
大
し
て
お
り
、
機
能
向
上

の
ニ
ー
ズ
も
高
い
。
Ｆ
Ｉ
シ

ス
テ
ム
は
イ
ン
ジ
ェ
ク
タ
ー

と
ス
ロ
ッ
ト
ル
ボ
デ
ィ
ー
、

電
子
制
御
ユ
ニ
ッ
ト

Ｅ
Ｃ

Ｕ

、
燃
料
ポ
ン
プ
で
構
成

し
、
新
シ
ス
テ
ム
で
は
イ
ン

ジ
ェ
ク
タ
ー
や
Ｅ
Ｃ
Ｕ
で
世

界
最
小
ク
ラ
ス
を
実
現
し

た
。

　
イ
ン
ジ
ェ
ク
タ
ー
は

年

の
開
発
製
品
に
比
べ
大
き
さ

を

％
小
さ
く
し
、
重
量
を

％
減
ら
し
た
。
Ｅ
Ｃ
Ｕ
は

小
型
マ
イ
コ
ン
と
専
用
集
積

回
路

Ｉ
Ｃ

に
よ
る
回
路

集
積
に
よ
り
、

年
品
に
比

べ
大
き
さ
を

％
小
さ
く
し

た
。
軽
量
化
だ
け
で
な
く
、

グ
ロ
ー
バ
ル
調
達
の
活
用
や

部
品
点
数
の
削
減
な
ど
で
コ

ス
ト
ダ
ウ
ン
も
両
立
し
て
い

る
。

　
足
回
り
部
品
の
エ
フ
テ
ッ

ク
は
本
田
技
術
研
究
所
が
開

発
し
た
摩
擦
撹
拌
接
合

Ｆ

か
く
は
ん

Ｓ
Ｗ

に
よ
り
鉄
と
ア
ル
ミ

を
接
合
す
る
技
術
な
ど
を
使

い
、
軽
量
化
に
取
り
組
ん
で

い
る
。
Ｆ
Ｓ
Ｗ
で
鉄
と
ア
ル

ミ
を
接
合
し
た
ホ
ン
ダ
「
ア

コ
ー
ド
」
向
け
か
ら
量
産
を

始
め
た
。
従
来
の
溶
接
技
術

で
は
異
素
材
を
接
合
す
る

と
、
金
属
化
合
物
の
強
度
が

低
下
し
て
し
ま
い
、
自
動
車

用
部
品
に
は
使
え
な
か
っ

た
。
足
回
り
の
軽
量
化
は
燃

費
貢
献
も
大
き
い
た
め
、
今

後
利
用
拡
大
が
見
込
ま
れ

る
。

　
日
本
車
と
い
え
ば
、
燃
費

の
い
い
車
。
最
近
で
は
Ｈ
Ｖ

が
人
気
だ
が
、
や
は
り
基
本

は
エ
ン
ジ
ン
の
性
能
向
上

だ
。
ピ
ス
ト
ン
リ
ン
グ
や
バ

ル
ブ
な
ど
の
小
さ
な
部
品
に

日
本
の
技
術
が
詰
ま
っ
て
い

る
。

　
厚
さ
た
っ
た
数

の
ピ

ス
ト
ン
リ
ン
グ
は
エ
ン
ジ
ン

が
効
率
よ
く
働
く
た
め
に
欠

か
せ
な
い
。
燃
焼
ガ
ス
の
シ

ー
ル
や
潤
滑
の
コ
ン
ト
ロ
ー

ル
な
ど
の
役
割
を
こ
な
す
。

燃
費
を
よ
く
す
る
に
は
厳
し

い
温
度
条
件
な
ど
で
ピ
ス
ト

ン
リ
ン
グ
を
働
か
せ
る
た

め
、
耐
熱
性
な
ど
に
絶
え
間

な
い
性
能
向
上
が
必
要
だ
。

日
本
で
同
製
品
を
手
が
け
る

リ
ケ
ン
や
Ｔ
Ｐ
Ｒ
、
日
本
ピ

ス
ト
ン
リ
ン
グ
は
表
面
に
ダ

イ
ヤ
モ
ン
ド
状
の
ご
く
薄
い

硬
質
膜
処
理
の
実
用
化
や
既

存
表
面
処
理

技
術
の
改
良

を
進
め
る
。

１

に
も
満
た
な
い
部
分

で
の
技
術
開
発
が
エ
ン
ジ
ン

を
支
え
る
。

　
高
効
率
化
に
伴
う
シ
リ
ン

ダ
ー
内
の
温
度
上
昇
や
燃
焼

異
常
を
抑
え
る
部
品
も
注
目

を
集
め
る
。
三
菱
重
工
業
や

フ
ジ
オ
ー
ゼ
ッ
ク
ス
が
手
が

け
る
、
ナ
ト
リ
ウ
ム
を
封
入

し
た
中
空
バ
ル
ブ
だ
。
バ
ル

ブ
内
の
中
空
部
分
に
入
れ
た

熱
伝
導
率
の
高
い
ナ
ト
リ
ウ

ム
が
シ
リ
ン
ダ
ー
内
の
温
度

を
下
げ
る
。

　
以
前
は
日
産
自
動
車
「
Ｇ

Ｔ
―
Ｒ
」
な
ど
ス
ポ
ー
ツ
カ

ー
で
採
用
さ
れ
て
い
た
が
、

ホ
ン
ダ
が
２
０
１
３
年
秋
発

売
の
「
Ｎ
―
Ｗ
Ｇ
Ｎ
」
か
ら

軽
自
動
車
エ
ン
ジ
ン
に
採
用

し
た
こ
と
で
、
利
用
が
広
が

り
そ
う
だ
。

　
軽
量
な
ア
ル
ミ
ブ
ロ
ッ
ク

エ
ン
ジ
ン
の
利
用
拡
大
に
伴

い
、
Ｔ
Ｐ
Ｒ
の
シ
リ
ン
ダ
ー

ラ
イ
ナ
ー
の
受
注
も
増
え
て

い
る
。
ポ
イ
ン
ト
は
ア
ル
ミ

と
接
す
る
外
側
の
特
殊
な
鋳

肌
で
、
ボ
ア
径
の
変
化
が
少

な
い
点
が
評
価
さ
れ
て
い

る
。
日
本
ピ
ス
ト
ン
リ
ン
グ

は
シ
リ
ン
ダ
ー
ラ
イ
ナ
ー
の

内
側
に
微
細
な
く
ぼ
み
を
開

け
、
燃
費
を
向
上
す
る
技
術

を
開
発
。
今
後
、
完
成
車
メ

ー
カ
ー
に
提
案
し
て
い
く
。

　
自
動
車
関
連
部
品
の
中
で

唯
一
、
路
面
に
接
す
る
役
割

を
担
う
タ
イ
ヤ
。
こ
こ
に
も

日
本
が
得
意
と
す
る
細
や
か

さ
が
見
て
と
れ
る
。
ミ
ニ
バ

ン
や
ス
ポ
ー
ツ
多
目
的
車

Ｓ
Ｕ
Ｖ

、
軽
自
動
車
と

い
っ
た
車
種
ご
と
に
性
能
を

最
適
化
し
た
専
用
タ
イ
ヤ
が

増
え
て
き
て
い
る
の
だ
。

　
東
洋
ゴ
ム
工
業
が
１
月
に

発
売
し
た
軽
自
動
車
用
タ
イ

ヤ
「
ト
ラ
ン
パ
ス
　
Ｌ
ｕ

Ｋ
」
は
そ
の
一
例
。
車
高
が

高
い
軽
自
動
車
で
起
こ
り
や

す
い
ふ
ら
つ
き
感
や
偏
摩
耗

を
抑
え
た
製
品
だ
。
開
発
で

の
特
徴
は
、
車
重
が
重
い
ミ

ニ
バ
ン
向
け
の
タ
イ
ヤ
に
活

用
し
て
い
た
剛
性
向
上
技
術

を
取
り
入
れ
た
点
。
こ
れ
に

よ
り
運
転
者
が
車
線
を
変
更

す
る
際
な
ど
の
操
縦
安
定
性

が
向
上
し
た
。
多
様
な
品
ぞ

ろ
え
が
新
製
品
発
売
に
つ
な

が
っ
た
好
例
と
も
言
え
る
。

　
さ
ま
ざ
ま
な
商
品
を
高
い

品
質
で
開
発
す
る
た
め
、
タ

イ
ヤ
各
社
は
試
験
体
制
に
も

注
力
し
て
い
る
。
プ
ル
ー
ビ

ン
グ
グ
ラ
ウ
ン
ド

Ｐ
Ｇ

と
呼
ぶ
テ
ス
ト
コ
ー
ス
で
実

車
を
走
行
さ
せ
、
装
着
タ
イ

ヤ
の
性
能
を
総
合
的
に
確
か

め
た
上
で
製
品
化
を
す
る
。

　
タ
イ
ヤ
最
大
手
の
ブ
リ
ヂ

ス
ト
ン
は
世
界
８
カ
国

カ

所
に
Ｐ
Ｇ
を
持
つ
。
う
ち
２

カ
所
が
日
本
に
所
在
。
北
海

道
で
冬
用
タ
イ
ヤ
や
オ
ー
ル

シ
ー
ズ
ン
タ
イ
ヤ
を
テ
ス
ト

し
、
栃
木
県
で
は
主
に
夏
用

タ
イ
ヤ
の
試
験
を
行
う
。
実

車
試
験
部
と
呼
ば
れ
る
担
当

部
隊
は
双
方
の
Ｐ
Ｇ
を
行
き

来
し
、
評
価
精
度
の
向
上
や

開
発
者
へ
の
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ

ク
に
日
々
努
力
し
て
い
る
。

　
Ｐ
Ｇ
の
状
態
は
天
候
に
左

右
さ
れ
る
上
、
テ
ス
ト
走
行

を
繰
り
返
す
こ
と
で
路
面
も

劣
化
し
う
る
。
そ
う
し
た
中

で
試
験
条
件
を
一
定
に
保

ち
、
精
度
の
高
い
評
価
に
つ

な
げ
る
の
は
容
易
で
は
な

い
。
北
海
道
で
は
気
温
や
降

雪
量
に
応
じ
て
路
面
の
整
備

が
タ
イ
ム
リ
ー
に
行
わ
れ
、

栃
木
で
も
ウ
エ
ッ
ト
グ
リ
ッ

プ
性
能
を
確
か
め
る
た
め
の

路
面
で
は
、
ま
か
れ
る
水
の

放
出
量
が
厳
密
に
制
御
さ
れ

て
い
る
。
多
様
な
ニ
ー
ズ
に

対
応
す
る
タ
イ
ヤ
を
つ
く
れ

る
の
も
、
こ
う
し
た
地
道
な

努
力
が
あ
っ
て
の
こ
と
だ
。

　
車
種
別
専
用
タ
イ
ヤ
が
開

発
さ
れ
る
背
景
に
は
、
日
本

の
消
費
者
の
目
が
肥
え
て
い

る
こ
と
も
あ
る
。
「
今
や
顧

客
の
半
分
は
車
種
別
タ
イ
ヤ

を
欲
し
が
る
」

ブ
リ
ヂ
ス

ト
ン
の
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
担

当
者

状
態
。
実
際
に
ミ
ニ

バ
ン
と
Ｓ
Ｕ
Ｖ
、
軽
で
は
使

わ
れ
方
も
異
な
る
。
さ
ま
ざ

ま
な
顧
客
の
需
要
を
捉
え
、

き
め
細
か
く
対
応
す
る
心
構

え
こ
そ
が
日
本
の
強
さ
の
源

泉
と
も
言
え
る
だ
ろ
う
。

▲横
浜
ゴ
ム
は
宇
宙
科
学
研
究

所
と
回
転
す
る
タ
イ
ヤ
周
り

の
空
気
の
乱
流
と
音
響
波
に

つ
い
て
世
界
初
の
流
体
音
響

シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
に
成
功


